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呟き

終
の
棲
家
へ

　
　
　
　

ミ
キ
さ
ん
と
私
は
専
業

主
婦
。
子
育
て
ま
っ
最
中
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
子
ど
も
会
、
町
会
の
手
伝
い

な
ど
四
十
年
の
時
を
共
に
真
面
目

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

子
ら
が
巣
立
ち
、
夫
婦
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
と
言
う
五
十
代
の

時
、
私
は
夫
を
難
病
で
亡
く
し
た
。

　

七
年
後
ミ
キ
さ
ん
も
又
、
愛
し

て
や
ま
な
い
伴
侶
を
看
取
っ
た
。

　

あ
っ
け
な
く
癌
で
逝
っ
た
ご
主

人
を
失
っ
た
ミ
キ
さ
ん
の
心
の
傷

は
、
思
い
の
外
深
か
っ
た
。

　

ス
ー
パ
ー
の
お
米
売
り
場
で
、

没
イ
チ
先
輩
の
私
を
捕
ま
え
、
残

さ
れ
た
者
の
辛
さ
を
ミ
キ
さ
ん

は
、
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
泣
き
な

が
ら
延
々
と
訴
え
た
。

　

母
親
を
認
知
症
で
亡
く
し
て
い

る
ミ
キ
さ
ん
は
、
人
一
倍
認
知
症

に
敏
感
だ
っ
た
。
認
知
症
予
防
に

本
の
読
み
語
り
が
有
効
と
知
る

や
、
ミ
キ
さ
ん
は
読
み
語
り
の
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。

　

そ
れ
か
ら
十
年
。
唐
突
に
「
私

が
一
番
先
に
認
知
症
に
な
る
な
ん

て
」
と
言
う
ミ
キ
さ
ん
の
言
葉
を

誰
も
信
じ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
、

次
第
に
そ
の
言
動
に
辻
褄
の
合
わ

な
い
こ
と
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

周
り
の
誰
も
が
ミ
キ
さ
ん
の
身

に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
認
め

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し
は
危

な
い
と
ふ
ん
切
り
を
つ
け
た
の
だ

ろ
う
か
。
ミ
キ
さ
ん
は
、
よ
う
や

く
子
の
住
む
町
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に

行
く
と
決
め
た
。

「
自
分
で
行
く
と
決
め
た
の
よ
」

　

日
々
薄
れ
ゆ
く
記
憶
に
悩
み
苦

し
み
な
が
ら
、
終
の
棲
家
を
自
分

の
意
志
で
決
め
た
ミ
キ
さ
ん
。

　

ミ
キ
さ
ん
、
あ
な
た
は
素
晴
ら

し
い
。

　

風
花
舞
う
朝
、
旅
立
つ
ミ
キ
さ

ん
を
見
送
っ
た
。　
　
　
（
夏
生
）

●  心臓病（狭心症と心筋梗塞）
　心臓の働きを一言でいうと “ 血液を送るポン
プ ” ということになります。全身に大量の血液
を送り、それを受け入れ、また送る。人間が生
きている限り、この運動は決して止まることは
ありません。
　ところで、血液を送っている心臓が血液不足
で重態になることがある、というと何か皮肉な
感じがするかもしれませんが、心臓も一つの臓
器である以上、血液によって養われていること
に変わりはありません。
　心臓を養うために血液を送っている血管を冠
状動脈といいますが、この血管に動脈硬化が起こり狭くなると血液
がスムーズに流れなくなります。こうなると、心臓の動きが低下して、
狭心痛と呼ばれる胸の痛みが出てくるようになります。
　軽い発作（狭心症）であれば、じっとしていると治まることもあ
りますが、この状態がさらに進行して狭くなった血管が閉塞すると、
そこから先に血液が行かなくなって心臓の一部が死んでしまう、い
わゆる壊死に陥ります。これが心筋梗塞です。
　この心筋梗塞が突然、強く襲ってくると、そのまま一瞬のうちに
死にいたることもあります。運よく死を免れたとしても、心筋梗塞
は心臓の筋肉の一部が破壊されて動かなくなった状態ですから、心
臓のポンプとしての働きなどに大きな障害を残し、完全に治すこと
はきわめて難しくなります。
　心臓病の多くは基礎に高血圧や糖尿病などの生活習慣病がありま
す。そこで、これを予防するには、過度な塩分や脂肪摂取、喫煙、
ストレスを避け、適度な運動をするなどして、心臓をいたわる心が
けが大切です。
　もし、左の胸を中心に激しく締めつけられるような痛みに襲われ
たなら、まず狭心症の発作を考え、直ちに救急車を呼んで救急病院
へ駆け込むことが大切です。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

八女市龍ヶ原

坂本　スミカ

　

今
年
の
絵
手
紙
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
暮

に
教
室
の
方
々
に
配
布
し
た
帰
り
、
絵

手
紙
の
先
輩
に
あ
げ
た
ら
と
て
も
喜
ば

れ
た
。
昼
時
で
食
事
ま
で
御
馳
走
に
な
っ

た
。
後
日
電
話
が
あ
り
「
嬉
し
く
て
毎

日
眺
め
と
る
よ
」
と
言
わ
れ
お
礼
が
足

り
ぬ
と
、
正
月
明
け
て
又
御
馳
走
に
な

り
ま
し
た
。
絵
の
道
具
も
使
っ
て
と
一

式
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
絵
手
紙
を
、
健
康
に
留
意

し
な
が
ら
皆
様
と
楽
し
く
笑
い
精
進
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
、
大
東

寺
様
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

健康万歳  ㉚　　「人生百年」85歳からの設計図
　人類は年々寿命を伸ばしている。最近の人口調査では既に百寿者は 6 万 7
千人、90 歳以上の人口も年々増えて 200 万人を越えた。人生 100 歳 100
万人も現実の問題として捉えねばならなくなっている。
　残念な事にはただ単純に「長生き出来て嬉しい」と言う人は少ないのでは
ないかと思っている。寝たきりの人、認知症を持つ家族の人達には「やれや
れ生きていくのもご苦労な事だ」と呟く人達が多い気がする。
　医療は生命の質を変え、介護は生命の量を変えてきた。今年 85 歳を迎え
る私も百寿者の 1 人になる確率が 5％ほどはある。
　人生 50 年時代から 80 年時代の中では人生 100 年の人生観も到底通用し
ない。健康で介護も受けず残りの命を全うするには相当の自覚と覚悟が必要
となってくる。
　食は長寿の基本であるが「食い力」で人間は食べられる間は餅でも喉に詰
めない限りは大丈夫だ。食が摂れなくなった途端に生きる力が落ちてくる。
　医食同源と言うが「食」への歓心は最後まで失はず、手抜きで良いから自
力で賄える能力を持つこと、それに簡単な後始末位は最低限出来ないとやっ
てはいけない。
　長寿の末に家族に看取られながらの光景はこれからの超長寿社会では期待
出来ない。なるようにしかならない人生と開き直った方が気は楽になる。自
由気儘と他から言われても厭な人との付き合い、厭な場所に行く事は出来る
限り避けた方がよい。「疲れたら寝る」ことが百歳人生を全うする奥の手で
もある。どのみち 85 歳以上の超高齢者に世間は大して期待はかけていない。
　病気はあって当たり前、病院に追い回されるより余程賢い生き方で「病気
にはなっても病人にはならない」ことが肝腎である。
　100 歳人生の道を拓くには自分で生き方を探すこと、未来に対する予測は
当たらないが死ぬ時は誰も一緒には附いては来ない。
　85 歳にとってこれからの 15 年が長いか、短いかは心がけ一つで決る。

林　栄一（立花町 ･ 医師）

野鳥ウォッチング　�
アトリ（おす）

　スズメよりやや大きい鳥
で、ヨーロッパやシベリア北
部で繁殖すると言われていま
す。日本へは秋に渡来し越冬
します。
　群れで行動し、稲刈り後の
水田で見かけ「キョツ・キョ
ツ」と鳴きます。

矢部村　栗原　浩暢

第62回 川﨑病院「ミニ健康教室」
日　時　３月24日（土）14：00～
場　所　川﨑病院5階第1会議室
演　題　「転倒予防教室～転ばな 　
　　　　いための知識と体づくり」
講　師　松山直也（整形外科医師）
　　　　高橋達也（理学療法士）
　　　　下平華世（理学療法士）
参加費　無料　定員　40名（ 要予約）
お申し込みは　0943-23-3005野中

３月の道の駅たちばな

店
内
に
は
、「
さ
げ
も
ん
飾
り
」
を
展
示
販
売

し
て
お
り
ま
す
。

山
菜
な
ど
の
春
の
味
覚
も
続
々
入
荷
し
て
お

り
ま
す
。

春
の
香
り
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
!!

　

子
規
俳
句
「
雛
」
よ
り

紙
雛
や
恋
し
た
さ
う
な
顔
許
り

こ
と
ご
と
く
誰
や
ら
に
似
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雛
哉

思
い
出
に
雛
と
遊
ば
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
も
す
が
ら

黄
昏
や
雛
の
灯
に
桜
散
る

雛
あ
ら
ば
娘
あ
ら
ば
と

　
　
　
　
　
　
　
　

思
ひ
け
り


